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れないため， Anammox 反応の前処理として部分的亜硝酸の研究が重要な課題となる 
(2) SBR，MBRを用いて部分的亜硝酸の研究が多いが，CSTRによる部分的亜硝酸の研究事例が少ない 











するために，リアクター内の DO 濃度を 0.12mg/L程度に制御する必要がある．DO 濃度は部分的亜硝酸
化の制御を行う上では，重要な左右因子であることが示唆された．DO濃度を 0.12mg/Lに制御すること
で理想的な部分的亜硝酸化が実現され，約 50日間維持することができた．この時のリアクター内の FA
と FNA 濃度はそれぞれ 11.4mg/L と 0.009mg/L であった．DO 濃度，曝気量，FNA 濃度と NR は正の相
関であるが，FA 濃度と NR は負の相関であった．FA 濃度が 15.0mg/L，FNA 濃度が 0.037mg/L 以上で
AOB は阻害を受けることが確認された．FA および FNA による阻害からの回復時間はそれぞれ 24 日間
と 16日間であった． 
 
第４章 「部分的亜硝酸化リアクターにおける ANAMMOX 反応への転換」では，流入水のアンモニ
ア窒素濃度を 250mg/L，窒素容積負荷を 0.5kg-N/m3/d，リアクターの温度を 25℃前後に制御して部分的
亜硝酸化反応の連続実験を行った結果，約 200日間の安定した部分的亜硝酸化を維持することができた．











-N の減少量の比（0.03）は一槽式 Anammox プロ
セスの推定値として 0.13 より低かった．曝気量を調整することで，Anammox 細菌が部分的亜硝酸化リ
アクターにおけるフロックの内部で増殖した結果，1 つの反応槽で亜硝酸化と Anammox の共生反応系
を構築することができた．曝気量を 1.50L/min に制御した結果，88.8%の高い窒素除去率が得られ，平均




比重は 0.98g/cm3，比表面積は 1500m2/m3である．投入後の 80 日で一槽式 Anammox プロセスをスター
トアップできた． 25℃，窒素容積負荷 0.5kg-N/m3/d の条件下において最適サイズの担体を用いること
で窒素容積負荷 1.0 kg-N/m3/d の条件下において平均 76.2%，最大 84.8%の窒素除去率が得られた．こ
の定常状態においてリアクター内の ORP は-40mV~40mVであった．活性実験と SEM観察の結果により






-N/kgVSS/d であり，Anammox 細菌の活性はわずかで NOBの活性も低かった．反
応槽内の浮遊汚泥は AOB の活性が高く，担体には AOB と Anammox が共存していることが示された．
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ることで窒素容積負荷 1.0 kg-N/m3/dの条件下において平均 76.2%，最大 84.8%の窒素除去率が得られた。またAOB
とAnammox細菌の反応ポテンシャルを測定することにより担体添加型一槽式Anammoxシステムにおいては部分
的亜硝酸化反応が律速段階であり，脱窒ポテンシャルは 2.56kgNH4+-N/m3/dと高いことがわかった。 
第6章「総括および展望」では，本研究で得られた研究成果を総括した上で今後の研究課題を展望した。 
 
以上要するに，本研究は，人工排水を用いた実験的研究を行い，安定した部分的亜硝酸化の実現と維持に成功し
たとともに，担体なしおよび担体添加型一槽式部分的亜硝酸化とAnammoxの両反応を融合したプロセスの構築を試
み，その処理性能および制御方法を明らかにした。本論文の成果は新規排水処理技術の開発に貢献し，環境科学の
発展に寄与するものであると評価できる。 
よって，本論文は博士(環境科学)の学位論文として合格と認める。 
 
  
